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症対策・術後管理 より安

全な手術を行うために．B
HA THA 人工股関節置換

術． 

羊土社  224-228 2021     
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手塚太郎、稲葉 裕 8 周術期 VTE 予防の実際

と VTE への対応．第 4 章

合併症対策・術後管理 よ
り安全な手術を行うため

に．BHA THA 人工股関

節置換術． 

羊土社 
 

 255-260 2021     

手塚太郎、稲葉 裕 術前患者教育から術後後

療法～クリニカルパスの

活用～．第 4 章合併症対

策・術後管理 より安全な

手術を行うために．BHA 
THA 人工股関節置換術． 

羊土社  266-272 2021     

手塚太郎、稲葉 裕 1 術後 VTE 発症のメカニ

ズム，疫学など．第 1 章 V
TE（予防法，発生時の対

応）．スペシャリストがす

すめる人工関節手術合併

症対策． 

南江堂 
 

 2-4 2021     

手塚太郎、稲葉 裕 2 術前検査（エコー，血液

検査など）．第 1 章 VTE
（予防法，発生時の対

応）．スペシャリストがす

すめる人工関節手術合併

症対策． 

南江堂 
 

 5-7 2021     

手塚太郎、稲葉 裕 3 術中・術後管理（抗凝固

薬投与，弾性ストッキン

グ，フットポンプの使

用）．第 1 章 VTE（予防法，

発生時の対応）．スペシャ

リストがすすめる人工関

節手術合併症対策． 

南江堂  8-11 2021     

池 裕之、稲葉 裕 整 形 外 科 学 レ ビ ュ ー

2021-2022. Ⅲ章 下肢 7-2 
変形性股関節症． 

総合医学社  150-157 2021     

稲葉 裕 今日の整形外科治療指

針．23 股関節の疾患．大

腿骨頭壊死症． 

医学書院 
 

 737-739 2021     

兼氏 歩 成人寛骨臼形成不全股に

対する骨切り術の適応と

問題点   

日本整形外科

学会雑誌 
95 523-534 2021     

兼氏 歩   人工股関節インプラント

の成績向上を目指したバ

イオメカニクス研究   

金沢大学十全

医学会雑誌 
130(2) 
 

63-66 2021     
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高橋詠二, 兼氏 歩 【大腿骨頸部骨折に対す

る人工骨頭置換術 エビ

デンスに基づく手術手技

と機種選択の実際】手術

手技 セメント人工骨頭

 手術手技、注意点およ

び機種選択の実際  整形

外科 

Surgical Techni
que 

11(3) 
 

318-325 
 

2021     

植田修右，市堰 徹，兼氏 歩 ステロイド関連骨壊死に

対する病態研究の最新情

報  

関節外科 40(12) 
 

1261-1265 2021     

坂井孝司 特発性大腿骨頭壊死症の

診断基準と鑑別診断. 
関節外科基礎

と臨床 
40 32-42 2021     

加畑多文 Crowe group III/IV に対

する人工股関節全置換術

 術前計画と手術の実際. 

日本整形外科

学会雑誌 
95(9) 622-627. 2021     

西村愛世, 加畑多文, 吉谷純

哉, 楫野良知, 井上大輔, 大森

隆昭, 上岡顕, 山室裕紀, 谷中

惇, 土屋弘行, 徳海裕史 

. Short femoral nail 理想

的挿入位置の 3D テンプ

レーティングソフトによ

る検討. 

日本関節病学

会誌 
 

40(2) 89-93 
 

2021     

黒川由貴, 加藤仁志, 加畑多

文, 出村諭, 松原秀憲, 八幡徹

太郎, 土屋弘行 

【ロコモティブシンドロ

ームの現況】病態・診断 

ロコモ度判定と障害関節 

整形外科 
 

72(6) 543-546 2021     

櫻井吾郎, 吉田信也, 麦井直

樹, 加畑多文, 八幡徹太郎 
重度の両股・両膝関節変

形に対し、4 ヵ月連続で人

工関節置換術を施行され

た関節リウマチの 1 症例. 

国立大学リハ

ビリテーショ

ン 

42 18-12 2021     

井上大輔, 加畑多文, 楫野良

知, 山室裕紀, 谷中惇, 片岡大

往, 齊木理友, 土屋弘行 

【インプラント周囲感染

の対処法 -人工関節・脊

椎・骨折-】患者因子から

みたインプラント周囲感

染予防. 

関節外科 40(4) 10-15 2021     

井上大輔, 加畑多文, 楫野良

知, 尾島朋宏, 土屋弘行. 
【低侵襲手術における感

染 対 策 マ ニ ュ ア ル 】

Surgical Site Infection(SSI)
の予防 術前手指消毒と

術中創洗浄のエビデンス

と実際. 

整形外科最小

侵襲手術ジャ

ーナル 

98 39-45 2021     

加畑多文, 楫野良知, 井上大

輔, 大森隆昭, 吉谷純哉, 上野

琢郎, 高木知治, 上岡顕, 山室

裕紀, 谷中惇, 齊木理友, 土屋

弘行 

【人工股関節再置換術-最
前線から難易度の高い症

例まで-】寛骨臼の骨欠損

に対する再建法 金属製

補填材料による再建. 

関節外科  
 

40 (2) 198-204 2021     

関泰輔 大腿骨転子間弯曲内反骨

切り術の適応と臨床成績. 
関節外科 
 

40(12) 49-56 2021     

髙橋大介, 清水智弘, 宮﨑拓

自, 中村夢志郎, 岩崎倫政 
大腿骨頭軟骨下脆弱性骨

折の特徴と治療方針. 
関節外科 40(12)  43-47 2021     

 


